
上田市教育大綱の分野別施策の進捗状況 資料3-1

【イ　生涯学習・スポーツ分野】 ◎方針：生涯にわたる多様な学びや活動を応援します。

<人づくり>

・学びを通じて、郷土を愛し、地域づくりを担う人を応援します。

主な取組状況・成果 今後の取組予定・課題 関連する個別計画 担当課

1

〇地域・生活課題を学ぶ機会の充実

　各公民館では、地域の自然に親しみながら環境

保全について考える講座や地域防災に対する意識

向上のための講座、地域の歴史や魅力を再発見す

る講座等を実施した。

　地域に愛着を持ち、身近な課題等について

自ら解決に取り組む力を高めていくため、引

き続き地域の歴史や課題等を学ぶ機会を提供

する。

2

〇学んだ知識や技能を活用する機会の拡大

　各公民館では、学んだ知識や技能を活用する機

会の拡大のため、公民館まつり等学んだ成果を発

表する機会の提供を行った。

　学んだ知識や技能を個人的な楽しみやスキ

ルアップにとどまらず、社会での活動につな

げていくという視点を持った事業づくりや支

援を行っていく。

3

〇まちづくり活動に資する人材の育成

　分館活動や社会教育関係団体への支援等により

人材の育成を行った。

　コロナ禍により中止や縮小となった分館活

動や生涯学習活動は、担い手不足等が課題と

なっている。地域づくりを支える分館等の活

動の負担軽減を図るとともに、研修会等を通

じて地域のために活動する意識の醸成や人材

の育成を支援していく。

4

〇子どもたちの健全育成活動の推進

　野外体験活動促進事業や市子ども育成連絡協議

会と連携した自然体験教室や集団遊び、各公民館

での自然体験事業等を通じて、子どもたちが地域

の文化や自然にふれ、地域について学ぶ機会の提

供を行った。

　引き続き、地域の文化や自然にふれ学ぶ機

会を増やすことにより、地域への誇りと愛着

を高め、地域づくりを担う人づくりにつなげ

ていく。

生涯学習・文化財課生涯学習基本構想
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主な取組状況・成果 今後の取組予定・課題 関連する個別計画 担当課

5

〇伝統芸能の継承

　地域の伝統芸能継承のため、保存団体に対して

後継者育成事業のための補助金の交付や、無形民

族文化財等の祭具修繕などに対する補助金交付を

行った。

　担い手の後継者不足が課題となっている。

地域の伝統芸能の継承等を支援するため補助

金の交付を引き続き行うとともに、その他の

支援方法についても検討していく。

6

〇文化財等の学習活動などへの活用

　指定文化財となっている建造物や史跡を活用し

て「文化財de文化祭」事業を実施し、優れた地域

資源を再認識していただき、文化財の保存・活用

の機運を醸成する機会とした。

　引き続き、文化財を活用した事業を実施す

ることで、市民の方に文化財を知り親しんで

いただき、文化財の保存・活用につなげてい

く。

7

〇子ども読書推進計画の更なる推進

　2歳歯科健診時に絵本をプレゼントするセカンド

ブック事業を実施した。

　また、第二次子ども読書活動推進計画を策定し

た(R3)。

　第三次子ども読書活動推進計画の策定に向

けて準備を行う。

8

〇貴重資料の収集、整理、保存、活用

　研究者から寄贈された資料の整理（目録作成、

図書登録等）を実施した。

・上田情報ライブラリー（R2、R6～）

・丸子図書館　（H30～R5）

　また、寄贈された和書等の整理(目録作成)を実

施した。

・上田図書館（H30～)

　引き続き貴重資料、地域資料等の保存と活

用を図るため、資料の整理、目録の作成及び

デジタルアーカイブ化に取り組む。

9

〇図書資料の収集、保存及び除籍

　資料収集基本方針を策定した(R3)。

　※図書除籍基準はH30に策定済

　資料収集基本方針、図書除籍基準に基づ

き、計画的な資料の収集と保存を図る。

生涯学習・文化財課

上田図書館

生涯学習基本構想

図書館基本構想
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主な取組状況・成果 今後の取組予定・課題 関連する個別計画 担当課

10

〇企画展示や講演会、講座等の開催

・市内4館を巡回展示する、貴重資料紹介展(R３、

R5)。

・上田市の図書館100周年記念事業（市内4館の巡

回展示と上田図書館での記念講演）（R5）

・上田情報ライブラリー開館20周年記念事業（企

画展示や講座等開催）（R6）

・丸子図書館開館10周年記念事業（講演会等）

（R4）

　その他、各館においてNPO法人、市民団体等と

の協働による講座・催し物等を実施した。

　引き続き各種事業に取り組んでいく。

11

〇図書館の施設整備

　施設整備のため、以下の取組を行った。

・上田図書館整備検討のために県内外図書館を視

察（R5）

・上田情報ライブラリー照明LED化実施（R6）

・丸子図書館、真田図書館照明LED化実施（R7）

　数年後に築60年を迎える上田図書館につい

て施設整備の検討を行う

12

〇スポーツによる交流の促進

　子どもたちに将来について考えるきっかけを提

供し、夢を持つことの大切さなどを伝えるため、

JFAが提供する「こころのプロジェクト・夢の教

室｣事業を実施した。

　引き続き子どもたちが夢をもって将来を考

えられるよう各種事業に取り組んでいく。

13

〇地域を代表するスポーツチームとの連携

　ルートインホテルズ女子バレーボール部『信州

ブリリアントアリーズ』に対して、公式戦ホーム

ゲーム・バレーボール教室の広報支援等を行っ

た。

　トップアスリートを身近に感じ郷土愛が育

まれるよう引き続き各種事業に取り組んでい

く。

スポーツ推進課

上田図書館図書館基本構想

スポーツ推進計画
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・目的や生きがいを持ち、心身ともに健康で人生を楽しむ人を応援します。

主な取組状況・成果 今後の取組予定・課題 個別計画 担当課

1

〇健康で生きがいをもって暮らせる地域づくり

（高齢期）

　各公民館では、高齢者の学びを通じた生きがい

づくり、仲間づくり、健康づくりなどを支援する

ため、「ことぶき大学」「ことぶき大学院」「ま

るこ春秋学園」「上野が丘はつらつカレッジ」を

はじめ各種講座等を各公民館で実施した。

　高齢化が進む中、高齢者が健康で豊な暮ら

しができるよう支援することは重要である。

引き続き、学びをとおした、健康づくりや仲

間づくり、生きがいづくりを支援していく。

2

〇生涯スポーツへの参加機会の拡大

　各公民館では、誰もができるニュースポーツや

軽スポーツの事業の開催や用具の整備・貸出し、

分館対抗の各種競技大会等の開催により、スポー

ツやレクリエーションに親しむ機会を提供した。

　引き続き、より市民に身近な公民館でも健

康で豊かな生活を送るために、スポーツやレ

クリエーションに親しむ機会を提供してい

く。

3

〇スポーツ施設の適正配置と計画的な改修

　上田市スポーツ施設整備計画（～R9年度）に基

づき、以下施設整備を実施した。

・古戦場公園に新たに12面のテニスコートを整

備。

・丸子テニスコート８面の人工芝張替えを実施。

　上田市スポーツ施設整備計画の期間がR9年

度で終了となるため、新規整備計画の策定す

る。

　また、市民の森公園で廃止（予定）のス

ケート場及びテニスコートの跡地利用と、今

後の公園活性化等を検討するほか、以下の施

設整備を計画中。

・古戦場公園の既存テニスコート（屋外7面+

屋内1面）の人工芝張替（R7年度）

・古戦場公園多目的グラウンドの人工芝化事

業

スポーツ施設整備計画 スポーツ推進課

生涯学習・文化財課生涯学習基本構想
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<地域づくり>

・人と人のつながり、地域の連帯感や交流を育みます。

主な取組状況・成果 今後の取組予定・課題 個別計画 担当課

1

〇公民館における講座などの充実

　各公民館では、地域住民同士の交流を通じてコ

ミュニティの形成に寄与するため、さまざまな

ジャンルの講座や多世代が参加できる事業を開催

した。

　価値観の多様化も進む中で、地域住民の

ニーズに応えながら地域づくりや人づくりに

つながる講座等を実施していく。

2

〇地域ぐるみでの学校支援の促進

　地域ぐるみでの学校支援の推進として、生涯学

習・文化財課、学校教育課・公民館と連携した学

校支援プロジェクト会議を開催し、ボランティア

交流会、見学会の開催等により学校支援に関わる

方々の交流や情報交換等の支援に取り組んみ、人

材の育成等を行った。

　また、リーフレットや学校支援だより等の作

成・配布、出前講座の実施、ホームページでの取

組紹介等の啓発活動によりボランティア等の人材

の発掘を行った。

　コーディネーターやボランティアの高齢

化、固定化など新たな人材の確保が課題であ

る。

　引き続き、コーディネータやボランティア

の発掘・育成を図るための啓発活動や交流

会・見学会の開催等を実施していく。

　「学校を核とした地域づくり」の視点に

立った活動推進のための取組を行う。

3

〇街頭での見守りや声かけ活動の推進

　子ども達が安心して過ごせるよう、地域住民関

係団体などの協力を得て、街頭での見守りや声か

け活動を行ってきた。

　少年補導委員は令和7年度から「こども安

全安心見守り委員」として活動を充実させな

がら、必要な見直しを行っていく。

4

〇生きる力を育み、地域への関心を高める

   野外体験活動促進事業や子ども会育成連絡協議

会と連携した自然体験教室や集団遊び、各公民館

での自然体験事業等を通じて、異なる年齢や大人

との地域での交流の機会を提供した。

　引き続き、子ども達に異なる年齢や大人と

の交流の機会を提供し、地域の交流を図る。

生涯学習・文化財課生涯学習基本構想
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主な取組状況・成果 今後の取組予定・課題 個別計画 担当課

5

〇地域資源を活用した交流拡大

　ラグビー日本代表等トレーニングキャンプ実施

チーム等への支援を行った。

6

〇スポーツによる交流の促進

　ラグビー日本代表やルートインホテルズ女子バ

レーボール部などトップアスリートとの市民交流

事業を実施した。

スポーツ推進課

　トップアスリートを身近に感じられ、市民

との交流の機会がより一層設けられるよう、

引き続き各種事業に取り組んでいく。

スポーツ推進計画
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